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(57)【要約】
【課題】粉砕可能なシート材料で形成され、第1の折り
畳んだ構成から、第2の拡張された構成へと変形可能な
容器を提供する。
【解決手段】シート材料は、拡張された構成の容器の囲
繞壁に1つ以上の窪み（60、62）を区画する複数の折り
込み線を有し、折り畳んだ状態で、容器は、下側のシー
トと、シートの上に重なる上側のシートとを備え、上側
および下側のシートは、それらの横方向の縁（34、36）
に沿って、かつ、横方向の縁（34、36）の下側の第1の
両端の間にある第1の端縁（38）に沿って互いに封止さ
れている。横方向の縁（34、36）は、互いに向かって先
細りとなっており、開き口（58）は、横方向の縁（34、
36）の上側の第2の両端の間にある。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート材料で形成された容器であって、
　囲繞壁と開き口とを備え、
　第1の折り畳んだ構成から、第2の拡張された構成へと変形可能であり、
　前記シート材料は、前記拡張された構成の当該容器の前記囲繞壁に1つ以上の窪みを区
画する複数の折り込み線を有しており、
　前記折り畳んだ状態で、当該容器は、下側のシートと、前記下側のシートの上に重なる
上側のシートとを備え、
　前記上側および下側のシートは、それらの横方向の縁に沿って、かつ、前記横方向の縁
の第1の両端の間を延びる第1の端縁に沿って、互いに封止されており、
　前記横方向の縁は、互いに向かって先細りとなっており、
　前記開き口は、前記横方向の縁の第2の両端の間に延びている、容器。
【請求項２】
　前記上側のシートおよび前記下側のシートは、実質的に同じ形状および寸法である、請
求項1に記載の容器。
【請求項３】
　当該容器が前記第1の折り畳んだ状態にあるときに、前記上側および下側のシートのそ
れぞれは、実質的に平坦であり、前縁と、2つの側縁と、後縁とを備え、前記前縁は前記
側縁のそれぞれの一方の端を接合し、前記後縁は前記側縁の他方の端を接合する、請求項
1または請求項2に記載の容器。
【請求項４】
　前記上側および下側のシートの前記側縁および後縁は、互いに接合されている、請求項
3に記載の容器。
【請求項５】
　前記上側および下側のシートの前記前縁は、互いに接合されていない、請求項3に記載
の容器。
【請求項６】
　前記後縁はアーチ状である、請求項3～請求項5のいずれか1項に記載の容器。
【請求項７】
　前記後縁は円弧状である、請求項6に記載の容器。
【請求項８】
　前記平坦なシートの前記側縁は、前記窪みに沿って延びている、請求項3～請求項7のい
ずれか1項に記載の容器。
【請求項９】
　当該容器が前記第2の拡張された構成であるときに、前記下側のシートは、基壁を形成
する複数の折り込み線を備えている、請求項1～請求項8のいずれか1項に記載の容器。
【請求項１０】
　前記拡張された構成の当該容器の前記囲繞壁に窪みを区画する、1つ以上のアーチ状の
折り込み線を備える、請求項1～請求項9のいずれか1項に記載の容器。
【請求項１１】
　前記シート材料の前記複数の折り込み線は、前記拡張された構成の当該容器の前記囲繞
壁に、1つ以上の長尺の窪みを区画する、請求項1～請求項10のいずれか1項に記載の容器
。
【請求項１２】
　当該容器は、折り込み可能なシートで形成されている、請求項1～請求項11のいずれか1
項に記載の容器。
【請求項１３】
　当該容器は、折り込み可能な厚紙で形成されている、請求項12に記載の容器。
【請求項１４】
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　前記厚紙は、紙パルプの厚紙を備えている、請求項13に記載の容器。
【請求項１５】
　前記シートは耐液性である、請求項12～請求項14のいずれか1項に記載の容器。
【請求項１６】
　単独の折り込み可能な半加工品で形成されている、請求項1～請求項15のいずれか1項に
記載の容器。
【請求項１７】
　当該容器を形成する前記材料は粉砕可能である、請求項1～請求項16のいずれか1項に記
載の容器。
【請求項１８】
　当該容器は蓄尿器を備える、請求項1～請求項17のいずれか1項に記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は全体として、折り畳み可能な容器、特に、しかし限定的ではなく、折り畳み可
能な男性用の尿瓶に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　尿瓶は、例えば、寝たきりの患者、または、他の理由でトイレを使用することのできな
い患者のために、病院および養護施設でしばしば使用される。使い捨ての尿瓶は公知であ
り、使用後に廃棄することができるため、従来の使い捨てでない尿瓶を空にし、掃除し、
消毒する必要がなくなる。
【０００３】
　しかし、こうした利点にもかかわらず、使い捨ての尿瓶は通常、使い捨てでない尿瓶と
同じ大きさの保管場所を占める。使い捨ての尿瓶は一度しか使用できないため、より多く
の数の使い捨ての尿瓶を保管する必要のあることが理解できるであろう。このように数が
より多くなると、必要な保管場所が大幅に増加し、保管場所の限られる病院および類似の
環境で問題となり得る。
【０００４】
　この点に鑑みて、下記特許文献1に開示されているような、折り畳み可能な尿瓶が開発
されている。この尿瓶は、折り込んで、立ち上げた構成または折り畳んだ構成にすること
を可能にする折り目付け（scoring）を備えている。この尿瓶は、その立ち上げた構成で
、尿瓶を掴むために機能するハンドルをも備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第3,099,017号明細書
【特許文献２】米国特許第3,579,653号明細書
【特許文献３】英国特許第2439947号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、この装置に関連して、いくつかの問題が存在する。すなわち、折り目付けの性
質が特に複雑であり、製造費を増加させる可能性があるが、恐らく、より重要なこととし
て、瓶を立ち上げるために、複数段階の組み立て工程を経ることである。この面倒な準備
工程が、忙しい医療現場において非実際的であることは理解できるであろう。
【０００７】
　さらなる公知の構成が下記特許文献2に開示されている。しかし、折り目線（score lin
e）のやはりきわめて複雑な構造を別としても、折り込み機構の性質（例えば、正中の折
り込み線に沿って底壁の内方および上方へ畳むこと）により、使用中に瓶が折り込みに抵
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抗するという確信を、ユーザーに与えることができそうにない。
【０００８】
　本発明は、以上を念頭に置いて設計されている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、シート材料で形成された容器であって、囲繞壁と開き口とを備え、第
1の折り畳んだ構成から、第2の拡張された構成へと変形可能であり、シート材料は、拡張
された構成の容器の囲繞壁に1つ以上の窪みを区画する複数の折り込み線を有しており、
折り畳んだ状態で、容器は、下側のシートと、下側のシートの上に重なる上側のシートと
を備え、上側および下側のシートは、それらの横方向の縁に沿って、かつ、横方向の縁の
それぞれの第1の端の間を延びる第1の端縁に沿って互いに封止されており、横方向の縁は
、互いに向かって先細りとなっており、開き口は、横方向の縁の第2の両端の間にある、
容器が提供される。
【００１０】
　本発明に係る容器は、実質的に平坦な構成になることができ、これは、保管に必要な容
積を大幅に低減する。使用することが必要になると、折り畳んだ容器は、拡張された蓄尿
器へと変形することができる。容器の囲繞壁の前記１つのまたは各窪みは、容器の扱い、
持ち上げおよび持ち運びを容易にし、かつ、容器を、その拡張された構成に維持すること
も助ける。
【００１１】
　上側のシートおよび下側のシートは、実質的に同じ形状および寸法であるのが好ましい
。
【００１２】
　本発明の一実施形態では、容器が前記第1の折り畳んだ状態にあるときに、上側および
下側のシートのそれぞれは、実質的に平坦であり、前縁と、2つの側縁と、後縁とを備え
、前縁は側縁のそれぞれの一方の端を接合し、後縁は側縁の他方の端を接合する。
【００１３】
　上側および下側のシートの側縁および後縁は、互いに接合されているのが好ましい。上
側および下側のシートの前縁は、互いに接合されていないのが好ましい。
【００１４】
　後縁はアーチ状、例えば円弧状であってもよい。
【００１５】
　平坦なシートの側縁は、窪みに沿って延びているのが好ましい。
【００１６】
　容器が第2の拡張された構成であるときに、下側のシートは、基壁を形成する複数の折
り込み線を備えているのが好ましい。
【００１７】
　容器は、拡張された構成の容器の囲繞壁に窪みを区画する、1つ以上のアーチ状の折り
込み線を備えているのが好ましい。
【００１８】
　シート材料の複数の折り込み線は、拡張された構成の容器の囲繞壁に、1つ以上の長尺
の窪みを区画してもよい。
【００１９】
　容器は、折り込み可能なシート、例えば、板紙（paperboard）、紙などを含む折り込み
可能な紙パルプの厚紙で形成されているのが好ましい。シートは耐液性であるのが好まし
い。例えば、シートを形成するパルプは、上記特許文献3に開示のフッ化炭素化合物など
の、耐水性の組成を備えていてもよい。あるいは、または、くわえて、シートは、例えば
上記特許文献3に開示のフッ化炭素化合物の、1つ以上の耐液性の層もしくはコーティング
、または、何らかの他の耐液性の層もしくはコーティングを設けられていてもよい。
【００２０】
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　容器は、単独の折り込み可能な半加工品で形成されていてもよい。
【００２１】
　容器を形成する材料は粉砕可能であるのが好ましい。
【００２２】
　好ましい実施形態では、容器は蓄尿器を備えている。
【００２３】
　本発明は、シート材料で形成された容器であって、囲繞壁と開き口とを備え、第1の折
り畳んだ構成から、第2の拡張された構成へと変形可能であり、シート材料は、拡張され
た構成の容器の囲繞壁に1つ以上の窪みを区画する複数の折り込み線を有する、容器も提
供する。
【００２４】
　本発明の一実施形態では、第1の折り畳んだ構成において、容器は、互いに重なり、か
つ、複数の縁に沿って互いに接合される上側のシートおよび下側のシートを備えている。
【００２５】
　上側のシートおよび下側のシートは、その拡張された構成における容器の開き口を形成
するよう構成された外周の部分を除いて、それらの外周の周りで互いに連続的に接合され
ているのが好ましい。
【００２６】
　本発明の一実施形態では、上側および下側のシートの側壁が、前縁に向かって近寄って
いる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】拡張した状態の、本発明に係る折り畳み可能な男性用の蓄尿器の斜視図である。
【図２】図1の男性用の蓄尿器の側面図である。
【図３】図1の男性用の蓄尿器の上面図である。
【図４】図1の男性用の蓄尿器の下面図である。
【図５】折り畳んだ状態の、図1の男性用の蓄尿器の上面図である。
【図６】折り畳んだ状態の、図1の男性用の蓄尿器の下面図である。
【図７】図1の男性用の蓄尿器を形成するダンボールの半加工品（cardboard blank）を示
す上面図である。
【図８】拡張した状態の、本発明の第2の実施形態に係る折り畳み可能な男性用の蓄尿器
の斜視図である。
【図９】図8の男性用の蓄尿器の側面図である。
【図１０】図8の男性用の蓄尿器の上面図である。
【図１１】図8の男性用の蓄尿器の下面図である。
【図１２】折り畳んだ状態の、図8の男性用の蓄尿器の上面図である。
【図１３】折り畳んだ状態の、図8の男性用の蓄尿器の下面図である。
【図１４】図8の男性用の蓄尿器を形成するダンボールの半加工品を示す上面図である。
【図１５】拡張した状態の、本発明の第3の実施形態に係る折り畳み可能な男性用の蓄尿
器の上面斜視図である。
【図１６】図15の男性用の蓄尿器の下面斜視図である。
【図１７】図15の男性用の蓄尿器の側面図である。
【図１８】図15の男性用の蓄尿器の下面図である。
【図１９】図1の男性用の蓄尿器の正面図である。
【図２０】図15の男性用の蓄尿器の後面図である。
【図２１】図20の男性用の蓄尿器の上面図である。
【図２２】図15の男性用の蓄尿器を形成するダンボールの半加工品を示す上面図である。
【図２３】折り畳んだ状態の、図15の蓄尿器の上面図である。
【図２４】折り畳んだ状態の、図15の蓄尿器の下面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２８】
　例示のみを目的として、添付図面を参照しながら、本発明の特定の実施形態を以下に説
明する。
【００２９】
　男性用の蓄尿器の第1の実施形態を図1～図7に示す。蓄尿器10は、紙パルプで形成され
た一枚の厚紙で形成されており、そこから、図7に示す半加工品（blank）12が打ち抜かれ
る。半加工品12は折り込まれて接着され、図5および図6に示す折り畳まれた(collapsed)
蓄尿器へと形成される。これは、図1から図4に示す拡張された(expanded)蓄尿器10を形成
する必要のある場合に変形され、この状態で、これは使用可能となる。
【００３０】
　蓄尿器を構成する材料は、瓶が粉砕可能にされるような材料である。すなわち、1つ以
上のインペラが蓄尿器を、詰まる可能性を著しく大きくすることなしに、従来の排水路お
よび下水管で処分することができるほど十分に小さい粒子にする従来の粉砕機で処分して
もよい。蓄尿器10を構築する厚紙も、先行技術の蓄尿器に関し、所定の期間（通常は2、3
時間）、これを尿に対して不浸透性とするよう処理される。例えば、厚紙を形成するパル
プは、上記特許文献3に開示されたフッ化炭素化合物、または、何らかの他の耐液性の添
加物を備えていてもよい。あるいは、または、それにくわえて、厚紙には、例えば上記特
許文献3に開示されたフッ化炭素化合物の1つ以上の耐液性の層もしくはコーティング、ま
たは、何らかの他の耐液性の層もしくはコーティングが施されていてもよい。
【００３１】
　図7から最もよく分かるように、半加工品12は、短い直線状の前縁14と、前縁14のそれ
ぞれの端に向かって近寄る、または前縁14のそれぞれの端に接合する、折り込み線の形態
の2つの直線状の側縁16、18と、側縁16、18の他の端を接続する円弧状の後縁20とを有す
る中央パネルCを備えている。2つの側方パネルS（互いに鏡像）が、中央パネルCの2つの
側方側部16、18のそれぞれから延びている。各側方パネルSは、直線状の前縁22と、直線
状の外縁24、26と、丸い、円弧状の後縁28とを備えている。円弧状の後縁28は、中央パネ
ルCの円弧状の後縁20と半径が同じであり、側方パネルSは中央パネルCの幅よりもわずか
に幅広とされている。ゆえに、側方パネルSを、中央パネルCのそれぞれの縁16、18に沿っ
て、互いに向かって内側に折り込むと、それらは中央パネルの表面で平坦になり、側方パ
ネルSの縁は互いに重なり、中央パネルCおよび側方パネルSの円弧状の後縁20の外周も同
様である。
【００３２】
　重なった部分は、（他の適切な耐液性の接着剤を使用してもよいが）耐液性のPVOH接着
剤30の層を塗布することにより、互いに固定されて、直線状の前縁32と、前縁32のそれぞ
れの端に向かって近寄り、かつ前縁32のそれぞれの端に接続する、2つの直線状の側縁34
、36と、側縁34、36の両端を相互接続する後側の円弧状の端縁38とを有する、図5および
図6に示す折り畳まれた蓄尿器を形成する。前側の直線状の縁32を形成する重なった部分
は互いに固定されておらず、それゆえに、以下に説明するように、蓄尿器が拡張されたと
きに蓄尿器10の開口を形成することになるスロット40を区画する。
【００３３】
　折り畳んだ瓶の下側の紙葉の折り込み線（図6参照）は、2つの直線状の折り込み線44、
46により区画される蓄尿器の下面上に基壁42を区画しており、各折り込み線44、46は、そ
れぞれの側縁34、36の後端近くの点47から、中央に配置された短い折り込み線48のそれぞ
れの端へと延びている。折り込み線48は、前側の直線状の縁32と平行に延び、前側の直線
状の縁32から曲線状の後縁38の一番遠い点への距離の約半分に配置されている。2つのさ
らなる直線状の折り込み線50、52が、中央に配置された折り込み線48のそれぞれの端から
、関連付けられた側縁34、36の前端近くの点54へと延びている。
【００３４】
　折り畳んだ蓄尿器の、反対側の、上側の紙葉（図5参照）では、2つの曲線状の折り込み
線56、58が設けられており、それぞれは、直線状の折り込み線44、46が、アーチ状の端縁
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38に隣接した側縁34、36と出会うそれぞれの側縁34、36上の点47から、下側の紙葉上の直
線状の折り込み線50、52が、前縁32に隣接した側縁34、36と出会うそれぞれの側縁34、36
上の点54へと延びている。
【００３５】
　蓄尿器10は、図5および図6に示す平坦な折り畳んだ状態で保管され、この状態で、従来
の成形された蓄尿器に比べて、非常にわずかな容積のみを占める。蓄尿器を使用したい場
合、折り畳んだ蓄尿器を、両側の直線状の側縁34、36を内側へと押すことにより、図1～
図4に示す、拡張された蓄尿器へと変形する。これにより、蓄尿器12が、図1～図4に示す
状態へと拡張される。
【００３６】
　特に、折り畳んだ蓄尿器の上面上の曲線状の折り込み線56、58と、折り畳んだ蓄尿器の
下面上の直線状の折り込み線44、46、48、50、52とが、各側縁34、36が、角から角へのそ
れぞれの窪みの長さだけ下方に延びた状態で、拡張された蓄尿器の両側で、大略的にレン
ズ状の同一の凹状の窪み60、62を形成する結果になる。窪み60、62の構成も、拡張された
蓄尿器が崩壊することを起こりにくくしている。
【００３７】
　拡張された構成で折り込みにより形成される窪み60、62および角度により、拡張された
容器に加わる外部荷重が、これらの窪みを含む側部が互いに近寄るよう強制しやすくし、
その結果、折り畳みに対する抵抗が、より大きくなるが、それには、折り畳んだ構成を実
現するためにこれらの側部が離間することが必要になる。
【００３８】
　図1に示すように、蓄尿器10が拡張された状態にあるときに、蓄尿器10を形成する厚紙
の、予め当接している2つの紙葉が、前縁32に沿って互いに分離し、フロー40が開いて、
拡張された蓄尿器への開口58を形成する。次いで、蓄尿器を、先行技術の蓄尿器と同じ仕
方で使用し、その後、粉砕機で処分することができる。拡張された蓄尿器の側壁をも効果
的に構成する、凹状の窪み54、46も、片手を使った蓄尿器の操作および持ち上げを容易に
する。
【００３９】
　図8～図14に示す、本発明の第2の実施形態は第1の実施形態に非常によく似ており、主
な違いは、折り込み線の数、位置および形状である。特に、蓄尿器の第2の実施形態上の
折り込み線はすべて直線状である。
【００４０】
　第1の実施形態と同様、第2の実施形態は、1枚のボール紙で形成された男性用の蓄尿器1
10であり、そこから、図14に示す半加工品112が打ち抜かれる。半加工品112は折り込まれ
、かつ接着されて、図12および図13に示す折り畳まれた蓄尿器を形成し、これは、図8～
図11に示す拡張された蓄尿器110を形成する必要があるときに、拡張することができ、こ
の状態ですぐに使用できる。第1の実施形態と同様、蓄尿器を構築する材料は、瓶が粉砕
可能となるようにされており、かつ、蓄尿器110を構築する厚紙も、所定の期間、尿に対
して不浸透性となるよう処理されている。
【００４１】
　図14から最もよく分かるように、半加工品112は、短い突出したベロ（flap）116が折り
込み線118により接続される短い直線状の前縁114と、前縁114のそれぞれの端に向かって
近寄り、かつ前縁114のそれぞれの端に接合する、2つの直線状の側縁120、122と、側縁12
0、122の他の端を接続する円弧状の後縁124とを有する中央パネルC’を備えている。
【００４２】
　2つの側方パネルS’（互いに鏡像）が、中央パネルC’の2つの側縁120、122のそれぞれ
から延びている。各側方パネルS’は、直線状の前縁126（それぞれに、短い突出したベロ
128が折り込み線130により接続されている）と、直線状の外縁132、134と、丸い、円弧状
の後縁136とを備えている。円弧状の後縁136は、中央パネルC’の円弧状の後縁124と半径
が同じであり、側方パネルS’は、中央パネルC’の幅よりもわずかに幅広とされている。
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ゆえに、側方パネルS’を、中央パネルC’の側縁120、122により形成されるそれぞれの折
り込み線に沿って、互いに向かって内に折り込むと、それらは中央パネルの表面で平坦に
なり、側方パネルS’の縁は互いに重なり、中央パネルC’および側方パネルS’の円弧状
の後縁124、136の外周も同様である。
【００４３】
　重なった部分は、耐液性のPVOH接着剤138を塗布することにより、互いに固定されて、
直線状の前縁140と、前縁140のそれぞれの端に向かって近寄り、かつ前縁140のそれぞれ
の端に接続する、2つの直線状の側縁142、144と、側縁142、144の両端を相互接続する後
側の円弧状の端縁146とを有する、図12および図13に示す折り畳んだ蓄尿器を形成する。
【００４４】
　前側の直線状の縁140を形成する重なった部分は互いに固定されておらず、それゆえに
、以下に説明するように、蓄尿器が拡張されたときに蓄尿器の開口を形成することになる
スロットを区画する。短い突出したベロ116、128が折り返されて、蓄尿器の開口を形成す
ることになる接着されていない部分に隣接する蓄尿器の外面に接着されることも観察され
るであろう。
【００４５】
　折り畳んだ瓶の上側の紙葉の折り込み線（図13参照）は、2つの直線状の折り込み線150
、152により区画される蓄尿器の上面上に上壁148を区画しており、各折り込み線150、152
はそれぞれの側縁142、144の後端近くの箇所から、中央に配置された短い折り込み線154
のそれぞれの端へと延びており、折り込み線154は、前側の直線状の縁140に平行に延び、
前側の直線状の縁から曲線状の後縁146の最も遠い点への距離の約3分の1に配置されてい
る。
【００４６】
　2つのさらなる折り込み線156、158が、中央の折り込み線154のそれぞれの端から延びて
おり、第1の折り込み線は、それぞれの側縁142、144上の点160へと、前側の直線状の縁14
0からの側縁の長さの約5分の1延びており、第2の折り込み線は、それぞれの側縁142、144
に約半分沿って点162へと延びている。さらなる折り込み線164、166が、折り込み線150、
152の中間点および最も端の点から点162へと延びている。
【００４７】
　5つの折り込み線168が、中央の折り込み線154から前側の直線状の縁へと延びているこ
とも観察される。折り込み線168は、中央の折り込み線154で均等に間隔を空けられている
が、折り込み線154から遠ざかる方へ外側に向かって扇形に広がっている。
【００４８】
　折り畳んだ瓶の下側の紙葉の折り込み線（図14参照）は、2つの直線状の折り込み線172
、174により区画される蓄尿器の下面上に下壁170を区画しており、各折り込み線172、174
はそれぞれの側縁142、144の後端近くの箇所から、中央に配置された短い折り込み線154
’のそれぞれの端へと延びており、折り込み線154’は、前側の直線状の縁140に平行に延
び、前側の直線状の縁から曲線状の後縁146の最も遠い点への距離の約3分の1に配置され
ている。
【００４９】
　2つのさらなる折り込み線176、178が、中央の折り込み線154のそれぞれの端から延びて
おり、第1の折り込み線は、それぞれの側縁142、144上の点160へと、前側の直線状の縁14
0から側縁の長さの約5分の1延びており、第2の折り込み線は、それぞれの側縁142、144に
約半分沿って、点162へと延びている。さらなる折り込み線180、182が、折り込み線172、
174の中間点および最も端の点から点162へと延びている。
【００５０】
　第1の実施形態と同様、蓄尿器は、図12および図13に示す平坦な折り畳んだ状態で保管
され、この状態で、非常にわずかな容積のみを占める。蓄尿器を使用したい場合、折り畳
んだ蓄尿器を、両側の直線状の側縁142、144を内側へと押すことにより、図8～図11に示
す、拡張された蓄尿器へと変形する。これにより、蓄尿器が、図8～図11に示す状態へと
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拡張される。特に、折り畳んだ蓄尿器の上面および下面上の折り込み線が、側縁142、144
が、角から角への窪みの長さに沿って延びた状態で、拡張された蓄尿器の両側で、同一の
大略的にダイヤモンド形状の凹状の窪み184、186を形成する結果になる。
【００５１】
　蓄尿器が拡張された状態にあるときに、蓄尿器を形成する厚紙の、予め当接している2
つの紙葉が、前縁に沿って互いに分離し、拡張された蓄尿器への開口190を形成する。次
いで、蓄尿器を、先行技術の蓄尿器と同じ仕方で使用し、その後、粉砕機で処分すること
ができる。拡張された蓄尿器の側壁をも効果的に構成する、凹状の窪み184、186も、片手
を使った蓄尿器の操作および持ち上げを容易にする。
【００５２】
　蓄尿器110の上側の紙葉上の5つの折り込み線168は、拡張された蓄尿器への、より筒状
の開口または首部を形成するのを助ける。
【００５３】
　図15～図24に示す、本発明の第3の実施形態は、第1および第2の実施形態に非常によく
似ており、主な違いは、折り込み線の数、位置および形状である。
【００５４】
　第1および第2の実施形態と同様、第3の実施形態は、1枚のボール紙で形成された男性用
の蓄尿器210であり、そこから、図22に示す半加工品212が打ち抜かれる。半加工品212は
折り込まれ、かつ接着されて、図23および図24に示す折り畳んだ蓄尿器を形成し、これは
、図15～図21に示す拡張された蓄尿器210を形成する必要があるときに拡張することがで
き、この状態で使用することができる。
【００５５】
　第1および第2の実施形態と同様、蓄尿器を構築する材料は、瓶が粉砕可能となるように
されており、かつ、蓄尿器210を構築する厚紙も、所定の期間、尿に対して不浸透性とな
るように処理されている。
【００５６】
　図22から最もよく分かるように、半加工品212は、突出したベロ216が折り込み線218に
より接続される短い直線状の前縁214と、前縁214のそれぞれの端に向かって近寄り、かつ
前縁214のそれぞれの端に接合する、2つの直線状の側縁220、222と、側縁220、222の他の
端を接続する直線状の後縁224とを有する中央パネルPを備えている。長尺のベロ225が、
後縁224の長さに沿って延び、直線状の折り込み線226により、それに対して取り付けられ
ている。
【００５７】
　2つの側方パネルQ1、Q2（互いに鏡像（以下に説明するように、側方パネルQ2のハンド
ルHおよび上縁の補強ベロを例外とする））が、中央パネルPの2つの側縁220、222のそれ
ぞれから延びている。各側方パネルQ1、Q2は、直線状の外縁228と、外縁228に対して、お
よび、外縁228に垂直に延びる第1の部分232を有する前縁に対して垂直に延びる、直線状
の後縁230と、中央パネルPの直線状の前縁の延長である第2の部分234とを備えている。長
尺の固定パネル236が、各側方パネルQ1、Q2の後縁に沿って延びており、固定ベロ238、24
0および242が、第1および第2のベロQ1、Q2の部分234の前縁から、および、側方パネルQ1
の前縁232から延びている。
【００５８】
　U字形状のハンドル部分Hも、側方パネルQ2の外縁228から外側に向かって延びている。
【００５９】
　側方パネルQ1、Q2は、中央パネルPの側縁220、222により形成されたそれぞれの折り込
み線に沿って互いに向かって折り込まれたときに、側方パネルQ1、Q2の固定ベロ236が互
いに重なり、かつ中央パネルPのベロ225の上に重なった状態で、中央パネルPの表面上で
平坦になり、側方パネルQ1、Q2の縁が互いに重なり、かつ、側方パネルQ1、Q2の直線状の
後縁230が中央パネルPの直線状の後縁224の直上に来る寸法とされている。
【００６０】
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　重なった部分は、耐液性のPVOH接着剤を塗布することにより、互いに固定されて、直線
状の前縁250と、前縁140のそれぞれの端に向かって近寄り、かつ前縁140のそれぞれの端
に接続する、2つの直線状の側縁252、254と、側縁252、254の両端を相互接続する後側の
直線状の縁256とを有する、図23および図24に示す折り畳んだ蓄尿器を形成する。前側の
直線状の縁250を形成する重なった部分は互いに固定されておらず、それゆえに、以下に
説明するように、蓄尿器が拡張されたときに蓄尿器の開口Ｏを形成することになるスロッ
ト260を区画する。
【００６１】
　側方パネルQ1、Q2のベロ236および中央パネルPのベロ225は、互いに接着されて、後に
折り返され、蓄尿器の外面に接着される。くわえて、蓄尿器の開口Ｏを形成することにな
る半加工品の部分を補強するために、蓄尿器の上縁にあるベロ216、238、240および242が
後に折り返され、縁に隣接した蓄尿器の内面に接着される。
【００６２】
　ハンドル部分Hが、男性用の蓄尿器の残部に接着されておらず、接続折り込みに沿って
側方パネルQ2の長尺の縁228にのみ接続されていることも観察されるであろう。
【００６３】
　折り畳んだ瓶の上側の紙葉の折り込み線は、折り畳んだ蓄尿器の長軸周りに対称な2つ
の折り込み線264、266により区画される、蓄尿器の上面上に上壁262を区画している。折
り込み線は、折り畳んだ瓶の下側の角から延び、かつ2つの直線状の平行な折り込み線264
b、266bへと合併する、曲線状の部分264a、266aを備えており、折り込み線264b、266bで
、それらは、蓄尿器の開口Ｏを形成することになる未接着のスロット部分260と出会う。
【００６４】
　2つのさらなる曲線状の折り込み線270、272が、上側の紙葉上の上述した折り込み線そ
れぞれの曲線状の部分から、折り畳んだ蓄尿器のそれぞれの横方向の縁へと延びている。
【００６５】
　折り畳んだ瓶の下側の紙葉の折り込み線は、折り畳んだ蓄尿器の下側の角から、後縁25
6に平行に延びかつ折り畳んだ蓄尿器の前縁および後縁の間の約半分に位置する、中央に
配置された短い折り込み線278のそれぞれの端へと延びる2つの直線状の折り込み線274、2
76により区画された、下側の台形状の基壁Bを区画している。
【００６６】
　2つのさらなる折り込み線280、282が、互いにほぼ平行に、しかし、折り畳んだ蓄尿器
の前縁250に向かってわずかに逸れながら、中央の折り込み線のそれぞれの端から延びて
いる。
【００６７】
　さらなる直線状の折り込み線284、286が、折り畳んだ蓄尿器の、上述した曲線状の折り
込み線270、272およびそれぞれの横方向の縁252、254の合流点から延びている。これらの
さらなる折り込み線は直線状であり、中央の折り込み線のそれぞれの端で近寄っている。
【００６８】
　第1および第2の実施形態に関し、蓄尿器は、非常に小さな容積のみを占める、平坦な折
り畳んだ状態で保管される。蓄尿器を使用したい場合、折り畳んだ蓄尿器を、両方の直線
状の側縁で内側に押すことにより、図15～図22に示す拡張された蓄尿器へと変形する。こ
れにより、蓄尿器が、図15～図22に示す状態へと拡張され、特に、その上端に開口Ｏを有
する、長尺の筒状の首部Nを形成する。特に、折り畳んだ蓄尿器の上面および下面上の折
り込み線が、側縁が窪みの長さに沿って角から角へと延びた状態で、拡張された蓄尿器の
いずれの側でも、同一の大略的に曲線状の窪みR1、R2を形成する結果になることが観察さ
れるであろう。
【００６９】
　蓄尿器が拡張された状態にあるとき、蓄尿器を形成する、2つの予め当接している厚紙
の紙葉が、前縁に沿って互いに分離し、拡張された蓄尿器に開口Ｏを形成する。次いで、
蓄尿器を、先行技術の蓄尿器と同じ仕方で使用し、その後、粉砕機で処分することができ
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る。拡張された蓄尿器の側壁を効果的に形成してもいる凹状の窪みも、片手を使った蓄尿
器の扱いおよび持ち上げを容易にする。
【００７０】
　使用前、使用中および使用後に、拡張された蓄尿器を、基壁を下にして置くことができ
ることも観察されるであろう。先の2つの実施形態のように、使用後に、蓄尿器を粉砕機
で処分することができる。
【００７１】
　本発明は、上述した実施形態の詳細に限定されない。例えば、特定の説明は、蓄尿器が
紙パルプの厚紙で形成されていることに言及しているが、板紙および紙を含む（が、これ
に限定されない）他のシート材料を代わりに使用してもよい。
【００７２】
　また、他の種類の接着剤を、PVOH接着剤の代わりに、または、PVOH接着剤に加えて使用
してもよい。事実、半加工品の縁を固定して折り畳んだ蓄尿器を形成する他の方法、例え
ば熱封止(heat sealing)を使用してもよい。
【００７３】
　さらに、特定の実施形態は蓄尿器に言及しているが、本発明は、例えば、瓶を含む（が
、これに限定されない）他の種類の容器にも適用可能である。

【図１】

【図２】

【図３】
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